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平
成
24
年
度

平
成
24
年
度

平
成
24
年
度

平
成
24
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
長
谷
川
貞
夫
教
育
委
員
長
が
教
育
委
員
会

が
取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す

　

教
育
委
員
会
で
は「
福
生
市

教
育
振
興
基
本
計
画
」に
よ
り

福
生
市
の
教
育
目
標
及
び
基
本

方
針
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
目
標
に
は
、一
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が「
確
か
な
学
力
」、

「
豊
か
な
人
間
性
」、「
健
康
・
体
力
」

を
基
礎
と
す
る「
生
き
る
力
」を

は
ぐ
く
む
こ
と
、二
と
し
て
、市

民
の
だ
れ
も
が
、あ
ら
ゆ
る
機
会
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
学
び
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、生
涯
学
習
を
振
興
す

る
こ
と
、三
と
し
て
、学
校
・
家
庭
・

地
域
の
三
者
が
互
い
に
連
携
・
協

力
し
、地
域
全
体
で
教
育
の
向
上

に
取
り
組
む
社
会
を
目
指
す
こ

と
を
う
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、最
近
の
学
校
教
育
を

取
り
巻
く
大
き
な
変
化
を
み
ま

す
と
、小
学
校
で
平
成
23
年
度
か

ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ

る
教
育
が
完
全
実
施
と
な
り
、

中
学
校
で
も
本
年
４
月
か
ら
完

全
実
施
と
な
り
ま
し
た
。教
科

書
も
新
し
く
選
定
さ
れ
た
も
の

が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、少
人
数
学
級
の
進
行
で

は
、昨
年
、義
務
教
育
標
準
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、小
学
校
第
１

学
年
で
35
人
学
級
が
実
現
し
ま

し
た
。今
年
度
も
法
改
正
は
見
送

ら
れ
ま
し
た
が
、教
員
の
加
配
措

置
に
よ
り
第
２
学
年
で
35
人
学
級

が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、福
生
市
の
教
育
に
お

け
る
課
題
と
し
て
、不
登
校
問
題
、

児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
問
題
、

そ
し
て
基
礎
学
力
の
定
着
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　

問
題
の
解
決
に
向
け「
福
生

市
学
校
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」に

よ
り
児
童
・
生
徒
を
取
り
巻
く

環
境
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
ほ

か
、教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
教
育
相

談
、学
校
適
応
支
援
室
、教
職
員

の
研
究
・
研
修
等
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

学
力
の
定
着
問
題
で
は
、指

導
の
工
夫
を
図
る
と
と
も
に
、

新
規
事
業
と
し
て「
理
数
教
育

推
進
事
業
」を
立
ち
上
げ
、中
学

校
全
学
年
に「
理
科
支
援
員
」を

配
置
し
、充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、平
成

23
年
度
に
策
定
し
た「
福
生
市

特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
第
二

次
計
画
」に
基
づ
き
、特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に

引
き
伸
ば
し
、社
会
的
自
立
心

を
育
て
地
域
の
一
員
と
し
て
生

き
て
い
く
力
を
培
え
る
よ
う
に

充
実
を
図
り
ま
す
。現
在
、中
学

校
に
お
い
て
通
級
に
よ
る
特
別

支
援
教
室
が
不
足
し
て
い
る
実

情
か
ら
、新
た
に
第
三
中
学
校

に
通
級
指
導
学
級
の
開
設
の
準

備
を
行
い
、平
成
25
年
４
月
の
開

設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、特
別
支
援
教
育
に
か

か
る
機
能
を
統
合
す
る「（
仮
称
）

特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
」の
構

想
の
準
備
も
進
め
る
予
定
で
す
。

　

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
、地
域
全
体
で
教
育
力
の
向

上
に
取
り
組
む
社
会
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、「
学
校
支
援
地
域

組
織
」を
全
小
・
中
学
校
で
開
設

し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

化
へ
の
推
進
を
見
据
え
な
が
ら
、

各
組
織
を
総
括
的
に
連
携
さ
せ

る「
学
校
支
援
地
域
本
部
」の
設

置
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
習
環
境
の
整
備
・
充
実
を

進
め
る
観
点
か
ら
は
、
緑
化
対

策
の
ほ
か
、
教
育
活
動
の
活
発

化
の
た
め
に
校
庭
の
一
部
芝
生

化
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
24
年

度
は
第
一
小
学
校
、
第
三
小
学

校
で
一
部
芝
生
化
を
行
い
ま
す
。

今
後
小
学
校
全
校
で
の
整
備
を

進
め
る
計
画
で
す
。

　

生
涯
学
習
社
会
の
推
進
の
観

点
か
ら
は
、平
成
23
年
度
に「
福

生
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。市
民
が
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、老
朽
化
の
進
む

教
育
関
係
施
設
に
つ
い
て
は
、

緊
急
を
要
す
る
施
設
か
ら
対
応

を
図
っ
て
お
り
、図
書
館
分
館
の

「
わ
か
ぎ
り
会
館
」で
大
規
模
な

改
修
を
行
う
ほ
か
、中
央
図
書

館
で
は
外
壁
等
改
良
工
事
を
行

い
、安
全
面
の
確
保
や
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
を
言
い
尽
く
せ
ま
せ

ん
が
、以
上
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、毎
年
、

教
育
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

自
ら
点
検
・
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、外
部
の
有
識
者
の
評
価

を
受
け
、そ
の
内
容
を
市
民
の

皆
様
に
報
告
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　児童及び生徒の表彰　　　　（敬称略）

福生第五小学校
・野生生物保護功労者表彰環境大臣賞受賞
FUSSA RG所属 福生第一中学校　小　林　琴　美
・第42回全国中学校新体操選手権大会新体操20位
・第42回関東中学校新体操大会８位
福生第一小学校　　石　川　明日香 
・明るい選挙ポスターコンクール財団法人明るい選
　挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会
　会長賞受賞
福生第二小学校　　岡　崎　愛　未
・明るい選挙ポスターコンクール東京都入選、全国審査出展

ことがわら学園加美平教室所属
福生第二中学校　　齊　藤　愛　奈
・第47回全日本書初め大展覧会日本武道館会長賞受賞
・第50回ＪＡ共済東京都小・中学校書道コンクール
　東京都知事賞受賞
ことがわら学園加美平教室所属
福生第一小学校　　齊　藤　沙　奈
・第23回全国ひらがな・かきかたコンクール特別ダ
　イヤモンド賞受賞
都立福生高等学校
　　　平　岡　勇　人 ・ 福　嶺　来　瑠　
　　　星　野　真　吾 ・ 南　　　有　亮　
・東京都迷惑防止条例違反事件の犯人逮捕に協力

都立第五商業高等学校　山　下　真　夏　　
・ＪＲ牛浜駅においてホームから転落した男性を救護
日本空手道泊親会所属
福生第六小学校　　櫻　井　利　向　　
・第49回関東地区空手道選手権大会小学４年男子形
　競技敢闘賞受賞・全国空手道選手権大会出場

　学校教職員の表彰

福生第三中学校　黒　　　真　吾・田　島　　　尚
・ＪＲ牛浜駅においてホームから転落した男性を救護

　個人及び団体の表彰

おはなしのもり
・朗読ボランティアとして学校教育を支援
小　林　菊　三
・福生市文化協会会長として文化の振興に貢献
田部井　敏　昭
・ボーイスカウト・ガールスカウト副団委員長として社会教育活動に貢献
ポケット☆ポケット
・朗読ボランティアとして社会教育活動に貢献

平成23年度平成23年度平成23年度平成23年度 福生市教育委員会表彰福生市教育委員会表彰福生市教育委員会表彰福生市教育委員会表彰 　平成24年３月10日、市役所において平成
23年度福生市教育委員会表彰式が行われま
した。児童及び生徒の表彰（11名・１団体）、
学校教職員の表彰（２名）、個人及び団体の
表彰（２名・２団体）の方々が受賞となりまし
た。受賞者の方々を紹介します。

　

二
次
元
シ
ン
ボ
ル
Ｓ
Ｐ
コ

ー
ド
は
専
用
読
取
装
置
で
文

字
情
報
を
音
声
で
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

庶
務
課　

庶
務
係
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福
生
市
教
育
委
員
会
の
基
本
的
な
考
え
方

福
生
市
教
育
委
員
会
の
基
本
的
な
考
え
方

福
生
市
教
育
委
員
会
の
基
本
的
な
考
え
方
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平成24年度教育費予算（24億1,719万６千円）と主な事業を紹介します
平成24年度福生市一般会計予算が３月の定例市議会で可決成立されました。一般会計予算額は、220億7,700万円で、このうち教育費は24億1,719万
6千円で、一般会計全体に占める割合は10.9％、前年度と比較して約１億9,694万円、8.9％の増額となりました。

教
育
総
務
費

　教育委員会とその事務局に係る経
費で教育相談事業（1,927万円）、
部活動振興事業（826万円）、スク
ールソーシャルワーカー活用事業（509
万円）、スクールカウンセラー事業
（490万円）、理数教育推進事業（218
万円）が主な事業です。

◆理数教育推進事業は平成24年度からの
　新事業です
　子どもの理科離れに対応し、中学校
全学年の理科事業における体験的な学
習を充実させるため、観察・実験など
の支援を行う理科支援員を配置します。

社
会
教
育
費

　公民館、市民会館、図書館、プチ
ギャラリー、茶室「福庵」など社会
教育関係施設に係る経費で、わかぎ
り会館改良事業（17,686万円）、中
央図書館外壁等改良事業（5,560万円）
を行います。また、各小学校で放課
後対策として実施しているふっさっ
子の広場事業（5,564万円）、青少年
海外派遣事業（806万円）、学校支援
地域組織事業（333万円）が主な事
業です。

◆わかぎり会館でリニューアル工事を行います
　開館後36年が経過した施設の内外装、
空調設備、バリアフリー化、地球温暖化対
策に配慮し、さらに使いやすくなるよう改
良工事を行います。工事は10月からを予
定しています。
◆中央図書館の外壁を改良します
　開館後32年が経過し、外壁タイルが落
下している箇所もあるため、内外壁のタイ
ル張替等を行います。工事期間中は一時休
館となる期間もあります。

小
学
校
費

　学校運営に係る経費、学校施
設の維持管理や整備に係る費用
です。第一・第三小学校におけ
る校庭改良事業（3,208万円）
や、学用品等の就学援助といっ
た扶助費（4,835万円）等があ
ります。

◆校庭改良事業とは？
　校庭の排水性の悪化により、雨天後などに
ぬかるみ、授業に支障をきたすことがありま
す。表土の補充等を行うことによりそれらを
改善していきます。また
緑化推進、ヒートアイラ
ンド対策として、校庭の
一部を芝生化します。

中
学
校
費

　学校運営に係る経費、学校施設の維
持管理や整備、またランチルームの運営
に係る経費です。
　主な事業は、第三中学校通級指導学級
設置事業（7,618万円）、昼食対策費〔ラ
ンチルームの経費〕（3,845万円）です。
新学習指導要領の武道必修化に伴い、福
生市では「剣道」を選択し、防具借上料
（101万円）を計上しています。

◆第三中学校に通級指導学級を設置し
　ます
　平成24年度は既存校舎の改造、

教室の増築を行い、
平成25年４月に通
級指導学級を開設
します。

学
校
給
食
費

　学校給食に係る事務費や調理施設、
設備などの経費です。
　学校給食課ではホームページにて、
簡単レシピを公開しています。ご家
庭で給食のメニューが再現できます。

保
健
体
育
費

　体育館や屋外体育施設に係る経
費です。
　主な事業は、福生野球場管理棟等
改良事業（1,157万円）、屋外体育
施設整備工事（134万円）、市営プ
ール改良工事（683万円）、熊川地域・
福生地域体育館指定管理委託（6,906
万円）、生活習慣病予防対策事業（113
万円）等を計上しています。

◆生活習慣病予防対策事業を行います
　体の健康状態を数値化し、
改善計画を作成、ウォー
キング、筋力トレーニング、
ヨガなど様々な運動を通じ、
運動手法と運動習慣を養い、
糖尿病、メタボリックシ
ンドローム予防を目的に
行います。

き
な
こ
揚
げ
パ
ン
や

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

教育費の内訳教育費の内訳

小学校費
3億9,269万4千円

16.3％

中学校費
3億1,163万8千円

12.9％

学校給食費
2億3,799万3千円

9.8％

社会教育費
8億9,766万3千円

37.1％

保健体育費
2億7,350万2千円

11.3％

小学校費
3億9,269万4千円

16.3％

中学校費
3億1,163万8千円

12.9％

学校給食費
2億3,799万3千円

9.8％

社会教育費
8億9,766万3千円

37.1％

保健体育費
2億7,350万2千円

11.3％

教育総務費
3億370万6千円
12.6％

教育総務費
3億370万6千円
12.6％

３
月
１
日
の
学
校
給
食
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福
生
市
で
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
３
年
間
、
「
福
生
市

特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
」

に
基
づ
い
て
特
別
支
援
教
育

を
進
め
、
平
成
23
年
度
に
、

３
年
間
の
取
組
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
今
後
の
特
別
支

援
教
育
に
係
る
具
体
的
施
策

を
見
直
し
、
「
特
別
支
援
教

育
推
進
計
画
第
二
次
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
・
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
能
力
や
可
能
性
を

最
大
限
に
伸
長
し
、
社
会
的

自
立
を
図
り
地
域
の
一
員
と

し
て
生
き
て
い
く
力
を
培
え

る
よ
う
に
、
特
別
支
援
教
育

の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
就
学
相
談

に
よ
る
適
切
な
就
学
（
就
学

相
談
）、
特
別
支
援
学
級
（
固

定
学
級
・
通
級
指
導
学
級
）

及
び
通
常
の
学
級
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
の
推
進
、
教

育
委
員
会
が
行
う
事
業
や
教

職
員
の
研
修
等
、
ま
た「
福

生
市
日
本
語
学
級
」や「
学
校

適
応
支
援
室
」等
の
特
別
支

援
教
育
体
制
及
び
施
設
整
備

を
進
め
、
特
別
支
援
教
育
の

一
層
の
充
実
と
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

問
合
せ　

指
導
室　

　
　
　
　

学
務
・
指
導
係

５
５
１
・
１
９
４
８

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
で
は
、

平
成
23
年
度
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
「
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
フ
」
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の

実
現
を
目
指
す
「
福
生
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
を
基
に

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
々
健
康

で
あ
り
続
け
る
た
め
の
様
々

な
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　
　
　

（
中
央
体
育
館
内
）

５
５
２
・
５
５
１
１

　

各
計
画
書
は
、市
役
所
１
階
情

報
ス
ペ
ー
ス
や
各
図
書
館
、各
公

民
館
、輝
き
市
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
策

を
総
合
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

課
名
を

　
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
か
ら

　
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
」
へ
変

更
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
担
当
業
務
等
は
こ

れ
ま
で
と
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　
　
　

（
中
央
体
育
館
内
）

５
５
２
・
５
５
１
１

課
名
が

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
」

　
　

に
変
わ
り
ま
し
た

　

福
生
市
で
は
「
福
生
市
文

化
財
保
護
条
例
」
に
基
づ
い

て
市
内
に
遺
さ
れ
た
文
化
財

の
保
護
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
文
化
財
総
合
調
査
」
を
も

と
に
、
福
生
の
歴
史
を
語
る

上
で
重
要
な
文
化
財
は
、
福

生
市
登
録
文
化
財
と
し
て
広

く
保
護
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
か
ら
こ
れ
ら
の
福
生

市
登
録
文
化
財
の
数
々
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
第
一
回

目
は
平
成
23
年
度
に
登
録
さ

れ
た
最
も
新
し
い
文
化
財
「
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
第
19
号
遺

跡
出
土
埋
蔵
銭
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　

こ
の
埋
蔵
銭
は
平
成
７
年

に
熊
川
地
区
の
民
家
に
お
い

て
庭
を
掘
り
起
こ
し
た
際
に

発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
７
世

紀
か
ら
15
世
紀
に
中
国
で
作

ら
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
を

模
し
て
国
内
で
作
ら
れ
た
も

の
を
中
心
と
す
る
約
５
千
枚

の
埋
蔵
銭
群
で
す
。
こ
れ
ら

の
埋
蔵
銭
に
関
す
る
文
献
等

は
一
切
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

誰
が
い
つ
何
の
た
め
に
土
中

に
埋
め
た
か
は
今
の
と
こ
ろ

謎
で
す
が
、
埋
蔵
銭
の
種
類

の
比
率
か
ら
16
世
紀
に
埋
蔵

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推

察
さ
れ
、
縄
文
時
代
以
降
江

戸
時
代
以
前
の
歴
史
資
料
に

乏
し
い
福
生
に
お
い
て
は
大

変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
福
生
市
有
形
登
録
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
福
生
市
の
登

録
文
化
財
は
総
数
66
件
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
埋
蔵
銭

は
福
生
市
郷
土
資
料
室
に
於

い
て
４
月
21
日
（
土
）
か
ら

７
月
８
日
（
日
）
ま
で
展
示

し
ま
す
。

福
生
市
登
録
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

市
内
に
は
価
値
あ
る
た
く
さ
ん
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
各
号
で
貴
重
な
文
化
財
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
第
19
号
遺
跡
出
土
埋
蔵
銭
」

　福生市教育センターは、公立小中
学校教職員研究・研修所、教育相談室、
学校適応支援室の三つの機能を持っ
ています。
　お子さんの気になる行動などの悩
みは、子ども応援館２階にある教育
相談室、学校適応支援室にご相談く
ださい。
　教育相談室 には、心理相談員や就学相談担当のほかにスクール
ソーシャルワーカーが配置されており、子どもたちや保護者から
の様々な相談に応じています。
　心理相談員は、学校に行きたがらない、友達とうまく遊べない
など、子どもたちの心の問題をケアするため、相談に応じています。
　就学相談担当は、日ごろの生活の中で、気になる行動が見られ
るなど心配事のあるお子さんや心身に障害があるお子さんの小・
中学校への就学に関する相談です。お子さんが生き生きと学校生
活を送るためには、どのような教育環境が望ましいか、専門の相
談員が相談に応じます。また、就学時の相談の他、特別支援学級
や都立盲・ろう・特別支援学校への転学の相談にも応じます。
　スクールソーシャルワーカーは、学校や児童・生徒の家庭、関
係機関と緊密に連携し、問題解決を図ります。子どもたちの問題
行動等の背景には、家庭や学校、友人、地域社会など、子どもた
ちを取り巻く環境の問題があると言われています。子どもを取り
囲む環境に直接働きかけ、環境を改善することが問題を解決する
うえで非常に重要となっています。
　子どもの気になる行動はSOSのサインです。適切な対応につい
て一緒に考えていく場が「教育相談室」です。ぜひご利用ください。
　学校適応支援室（そよかぜ教室）
　様々な理由から学校に通うことができなくなっている市内の小・
中学校の児童・生徒に対して、学校復帰に向けた適切な相談及び
学習指導を行っています。基本的生活習慣の育成や個々の教科学
習の状況に応じた補充に努めるとともに、教育相談室と連携して、
心理的なつまずきを克服するための援助を行います。
問合せ　教育相談室　　　　551・7700
　　　　学校適応支援室　　552・6667

悩まずに教育相談室へご相談ください

「平成24年度福生市立小・中学校
　　　教育活動発表会」を開催します

「平成24年度福生市立小・中学校
　　　教育活動発表会」を開催します

子ども応援館

発見された埋蔵銭

「
福
生
市

　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」

　
　
　
　

を
策
定
し
ま
し
た

「
福
生
市
特
別
支
援
教
育

推
進
計
画
第
二
次
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た　　教育に関する課題等の解決に向けては、学校の教育活

動に対する、保護者及び地域の方々によるご理解とご協
力が不可欠です。
　日頃から学校公開日等を通して、各学校の教育活動の
様子をご覧いただいておりますが、小・中学校の特色あ
る教育活動についての発表会を開催し、学校の教育活動
への理解と協力体制を一層構築していきたいと考えます。
　開催の日時や概要は、次のとおりです。
日　時：６月30日（土）午後２時～４時
会　場：福生市民会館小ホール（つつじホール）
概　要　㈰福生市教育委員会の施策の発表
　　　　㈪福生市立小・中学校の教育活動の発表
　　　　　・福生第二小学校の発表
　　　　　・福生第二中学校の発表
　　　　㈫当日の参加者代表との意見交換
　このほか、会場ロビーでは、各学校の特色ある教育活
動についての展示発表も行います。
　この機会に、福生市立小・中学校の教育活動について
ご理解を深めていただきますよう、
当日のご来場をお待ちしています。

問合せ　指導室　学務・指導係　
　　　　　 551・1948

問
合
せ

郷
土
資
料
室

　  

５
３
０
・
１
１
２
０
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再生紙を使用しています

教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き

　

福
生
市
民
音
楽
祭
は
、
日

頃
よ
り
公
民
館
を
利
用
し
、

市
内
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

音
楽
愛
好
者
が
み
ん
な
で
作

り
、
み
ん
な
で
楽
し
む
音
楽

祭
で
す
。

　

美
し
い
歌
声
で
客
席
を
魅

了
す
る
コ
ー
ラ
ス
、
様
々
な

音
色
で
客
席
を
盛
り
上
げ
る

楽
器
演
奏
、
約
３
ヶ
月
間
に

わ
た
る
練
習
の
成
果
を
発
表

す
る
市
民
音
楽
講
座
の
３
部

構
成
で
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

日　

程　

６
月
17
日
（
日
）

時　

間　

開
場  

午
後
１
時

　
　
　
　

開
演  

午
後
１
時
半

会　

場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
も
く
せ
い
ホ
ー
ル
）  

  

　
　
　
　

※
入
場
無
料
で
す
。

共　

催　

福
生
市
教
育
委
員

　
　
　
　

会
・
福
生
市
音
楽

　
　
　
　

愛
好
者
連
絡
会

問
合
せ　

公
民
館
事
務
所５

５
２
・
２
１
１
８

福
生
市
音
楽
愛
好
者
連
絡
会
担
当

５
５
２
・
６
４
０
３

※
詳
細
は
５
月
15
日
号
広
報

ふ
っ
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
30
回
福
生
市
民
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
！

　

文
化
庁
の「
文
化
遺
産
を

活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域

活
性
化
事
業
」の
補
助
金
を

受
け
、昨
年
７
月
に
市
民
が

主
体
と
な
り
実
行
委
員
会（
代

表　

田
村
冴
子
氏
）が
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
を
中

心
に
、
10
月
か
ら
稽
古
を
続

け
、福
生
市
伝
統
文
化
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
は
、箏
曲
は「
さ
く
ら
」、

「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」等
、日

本
舞
踊
は「
菊
づ
く
し
」、「
絵

日
傘
」等
、

華
道
は
そ

れ
ぞ
れ
の

作
品
の
展

示
、
茶
道

は
、
来
場

者
に
御
抹

茶
を
振
る

舞
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

と
継
承
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課

　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
係

５
５
１
・
１
９
５
０

　

福
生
野
球
場
の
使
用
申
請

は
、
従
来
の
中
央
体
育
館
窓

口
に
加
え
、
4
月
1
日
か
ら

福
生
野
球
場
管
理
棟
で
も
受

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
他
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
中
央
体
育

館
窓
口
で
の
受
付
と
な
り
ま

す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　
　
　

（
中
央
体
育
館
内
）

　

５
５
２
・
５
５
１
１

第
１
回
福
生
市
伝
統
文
化

発
表
会

福
生
野
球
場
管
理
棟
で

使
用
申
請
が
で
き
ま
す

新　任　校 氏　　名 前　任　校

福生第三小学校副校長

福生第四小学校副校長

福生第五小学校副校長

椿田　克之

荒井　善雄

柴田　忠幸

日の出町教育委員会

八王子第五小学校副校長

福生第三小学校主幹教諭

前　任　校 氏　　名 新　任　校

福生第三小学校副校長

福生第四小学校副校長

福生第四小学校主幹教諭

福生第五小学校副校長

宇野　　厚

田中　敏文

山根　　恵

浦川　　潔

小金井市小金井第三小学校　副校長

八王子市美山小学校　副校長

東村山市大岱小学校　副校長

小金井市前原小学校長

●転入者 （敬称略）

●転出者

平成24年度福生市公立学校長・副校長の人事異動

学校支援サポーター（ボランティア）募集

　学校支援地域組織事業は、地域の方々や保護者が学校支援サ
ポーター（ボランティア）として、地域ぐるみで学校教育を支援
するしくみです。各校1人の学校支援コーディネーターを選任し、
学校の求めに応じて授業支援や環境整備支援等をしています。
　平成23年4月に四小から始まった本事業ですが、その後一小、
二小、一中、三小と、市内小・中学校10校中５校で事業を開始
しています。今後、順次他の学校でも開設してまいります。
　現在までの具体的な活動として、学習支援では地域の方々が
講師となって、戦争体験を聞く会や、昔の福生のくらしを聞く
会等を行っており、校内環境整備では芝生管理や図書室の配架
等を行っています。
　未来を担う子ども達を地域ぐるみで育んでいくため、学校支
援サポーター（ボランティア）として多くの市民のみなさまの
ご協力、ご参加をお待ちしています。お気軽にお問合せください。

問合せ　生涯学習推進課　地域教育支援係　　551・1958

一昨年の市民音楽祭の様子

平
成
24
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
教
育
委
員
会
定
例
会
の
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
24
年
第
１
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
１
月
25
日
）

□
議
案

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
教
育
委

員
会
表
彰
者
の
決
定
に
つ
い
て

◎
福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

素
案
に
つ
い
て

□
報
告
事
項　

５
件

平
成
24
年
第
２
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
２
月
17
日
）

□
議
案　

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
教
育
委

員
会
表
彰
者
の
決
定
に
つ
い
て

◎
福
生
市
教
育
推
進
プ
ラ
ン（
平

成
24
年
度
〜
26
年
度
）に
つ
い
て

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職
の

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
対
す
る
意
見
聴
取
に

つ
い
て

◎
福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
対
す
る
意
見
聴
取
に

つ
い
て

◎
福
生
市
公
民
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
対
す
る
意

見
聴
取
に
つ
い
て

◎
福
生
市
図
書
館
協
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
対

す
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
原

案
中
教
育
に
関
す
る
部
分
に
対

す
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般
会

計
予
算
の
原
案
中
教
育
に
関
す

る
部
分
に
対
す
る
意
見
聴
取
に

つ
い
て

◎
委
員
会
事
務
局
及
び
教
育
機

関
の
職
員
の
任
命
等
に
係
る
臨

時
代
理
に
よ
る
決
定
の
承
認
に

つ
い
て

◎
東
京
都
公
立
学
校
教
育
管
理

者
（
校
長
）
の
人
事
異
動
の
内

申
に
つ
い
て

◎
東
京
都
公
立
学
校
教
育
管
理

者
（
副
校
長
）
の
人
事
異
動
の

内
申
に
つ
い
て

◎
福
生
市
特
別
支
援
教
育
推
進

計
画
第
二
次
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

◎
福
生
市
理
科
支
援
員
配
置
要

綱
の
制
定
に
つ
い
て

◎
「
福
生
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
一
九
号
遺
跡
出
土
銭
」
の
市

登
録
有
形
文
化
財
登
録
に
伴
う

諮
問
に
つ
い
て

◎
福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

◎
請
願
の
採
否
に
つ
い
て

□
請
願　

１
件

□
協
議
事
項　

２
件

□
報
告
事
項　

３
件

平
成
24
年
第
３
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
３
月
22
日
）

□
議
案

◎
組
織
改
正
に
伴
う
関
係
教
育

委
員
会
規
則
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◎
福
生
市
学
校
適
応
支
援
室
事

業
実
施
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◎
平
成
24
年
度
使
用
福
生
市
立

小
学
校
特
別
支
援
学
級
教
科
用

図
書
の
変
更
に
伴
う
採
択
に
つ

い
て

◎
小
一
問
題
・
中
一
ギ
ャ
ッ
プ

の
予
防
・
解
決
の
た
め
の
教
員

加
配
の
配
置
に
つ
い
て

◎
「
福
生
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
一
九
号
遺
跡
出
土
銭
」
の
市

登
録
有
形
文
化
財
登
録
に
伴
う

答
申
及
び
登
録
に
つ
い
て

◎
学
校
医
、
学
校
薬
剤
師
の
委

嘱
に
つ
い
て

◎
福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

□
報
告
事
項　

７
件

以
上
の
議
案
が
審
議
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
定
例
会
予
定

　

４
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時

　

５
月
25
日
（
金
）
午
前
10
時

　

６
月
29
日
（
金
）
午
前
10
時

開
催
場
所　

　

市
役
所
第
二
棟
４
階

　

第
一
委
員
会
室

問
合
せ　

庶
務
課　

庶
務
係

5
5
1
・
1
9
3
0


